
自

然

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

桜
並
木
里
親
の
会

町
内
の
利
根
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
沿
い
に
は
、
約
１.

４
km
に
わ

た
っ
て
し
だ
れ
桜
が
植
樹
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
し
だ
れ
桜
は
、
県
の
人

口
２
０
０
万
人
達
成
を
記
念
し
て
、

平
成
６
年
度
か
ら
植
樹
さ
れ
て
い
ま

す
。「

桜
並
木
里
親
の
会
」
（
会
長

長
塩
庄
次
）
で
は
、
70
人
の
会
員
に

よ
り
、桜
並
木
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
各
自
都
合
の
よ
い
時
に
管
理

し
て
い
ま
す
が
年
に
３
回
４
月
、
７

月
、
９
月
に
親
睦
を
か
ね
て
合
同
で

手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
随
時
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
人
は
下
記
の
問
合
せ
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
用
地
管
理
室
　

牲
54
・
３
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）
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環

境

漆
原
水み

土ど

里り

保
全
協
議
会

ア
ジ
サ
イ
と
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
草
を
植
栽

漆
原
水み

土ど

里り

保
全
協
議
会
で
は
、

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
３
月
22
日
に
漆

原
用
水
の
西
側
の
法
面
に
ア
ジ
サ
イ

と
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
草
な
ど
を
植
栽
し

ま
し
た
。

漆
原
用
水
の
水
路
周
辺
の
景
観
形

成
と
荒
地
の
解
消
を
目
指
す
と
と
も

に
、
漆
原
水
利
組
合
と
地
元
の
育
成

会
お
よ
び
保
護
者
が
と
も
に
植
栽
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
非
農
家
の
人
も

漆
原
用
水
へ
の
関
心
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先

役
場
産
業
建
設
課
用
地
管
理
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
６
３)

※
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
草
と
は
…

ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
の
耐
寒
性
常

緑
宿
根
草
、
イ
ワ
ダ
レ
ソ
ウ
の

仲
間
。

水
田
の
土
手
（
法
面
）
を
守

る
と
と
も
に
、
草
刈
の
軽
減
・

雑
草
の
除
去
・
害
虫
対
策
に
有

効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

温

泉

よ
し
お
か
温
泉
「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
」

町
民
特
別
無
料
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

増
進
な
ら
び
に
地
域
の
振
興
お
よ
び

交
流
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
よ

し
お
か
温
泉「
リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
」

の
町
民
特
別
無
料
招
待
券
を
進
呈
し

ま
す
。

町
民
特
別
無
料
招
待
券
は
、
こ
の

広
報
紙
に
挟
み
込
ん
で
配
ら
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
財
務
課
財
政
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
３
１)

有
効
期
限
　
平
成
20
年
７
月
31
日



「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国

民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

法
律
」（
国
民
保
護
法
）
が
平
成
16

年
６
月
に
成
立
・
公
布
さ
れ
、
同
年

９
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
都
道
府
県
お
よ

び
市
町
村
は
、
国
民
保
護
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
町

で
は
、
平
成
20
年
２
月
に
町
国
民
保

護
協
議
会
を
開
催
し
、
県
知
事
と
の

協
議
を
経
て
「
吉
岡
町
国
民
保
護
計

画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
外
部
か
ら
の
武
力

攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
な
ど
の
緊
急
事

態
が
起
き
た
場
合
に
、
町
民
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
避
難
や
救
援
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
、
国
、
県
、
他

市
町
村
な
ど
の
関
係
機
関
と
相
方
に

連
携
、
協
力
し
、
住
民
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
対
策
や
関
係
機
関
の

役
割
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
も
の
で

す
。詳

し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
４
３)

13 2008.５

今月の納税
軽自動車税
国民健康保険税・・・２期
介護保険料・・・・・２期

便利で確実な口座振替も利
用できます

納期限　６月２日(月)

吉
岡
町
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

「
家
庭
か
ら
の
火
災
発
生
を
予
防
す

る
た
め
、
火
災
予
防
の
知
識
を
取
得

す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
連

帯
意
識
を
強
め
、
防
火
思
想
の
高
揚

を
図
り
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を

築
く
」
こ
と
を
目
的
に
、
３
月
28
日

に
設
立
総
会
を
開
催
し
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
は
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

ト
マ
ト
の
黄
化
葉
巻
病
は
ト
マ
ト

栽
培
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
病
気

で
、
体
長
０.

８
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
害

虫
「
タ
バ
コ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
」
に
よ
っ

て
伝
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。
こ

の
病
気
は
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
な

く
、
ま
た
、
感
染
し
た
ト
マ
ト
を
食

べ
て
も
健
康
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
マ
ト
の
黄
化
葉
巻
病
は
タ
バ
コ

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
介
し
て
発
病
株
か
ら

健
全
株
へ
急
速
に
感
染
が
広
が
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ん

延
防
止
に
は
農
家
だ
け
で
な
く
、
家

庭
菜
園
で
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
る

人
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
。

ト
マ
ト
の
新
芽
付
近
の
葉
が
ふ
ち

か
ら
黄
色
に
な
り
、
葉
の
表
に
巻
き

上
が
る
症
状
が
出
た
ら
黄
化
葉
巻
病

が
疑
わ
れ
ま
す
。
こ
の
病
気
は
治
ら

な
い
の
で
、
株
を
抜
き
取
り
適
切
に

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
食
と

農
の
情
報
交
流
館
）
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

渋
川
地
区
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー

牲
23
・
１
３
２
１

役
場
産
業
建
設
課
産
業
振
興
室

牲
54
・
３
１
１
１(

内
線
１
６
６)

この度、３月の異動で吉岡町交番に新し
い所長として勝見所長が着任されました。
着任にあたり「一日も早く吉岡町にとけ

こみ、町民の皆さんのお役にたてるよう頑
張ります」と意気込みを語ってくれました。

た
ち
の
手
で
守
る
」
と
い
う
自
主
防

災
の
趣
旨
の
も
と
、
町
内
か
ら
１
３

０
人
を
超
え
る
方
が
入
会
し
て
い
ま

す
。役

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
会
長
】
福
田
洋
子

【
副
会
長
】
高
橋
テ
ル
、
鹿
島
八
千
代

【
書
記
】
森
田
由
美
子
　

【
理
事
】
堤
陽
子
（
小
倉
）、
善
養
寺

玲
子
（
上
野
田
）
、
田
子
か
ほ
る

（
上
野
原
）、石
原
喜
代
子（
下
野
田
）、

高
橋
美
智
子
（
北
下
）、
石
関
育
枝

（
南
下
）、
石
関
マ
チ
子
（
陣
場
）、

小
林
時
江
（
大
久
保
寺
下
）、
栗
原

愛
子
（
大
久
保
寺
上
）、
竹
内
ヨ
シ

エ
（
溝
祭
）、
坂
田
節
子
（
駒
寄
）、

福
田
友
子
（
漆
原
西
）、
新
井
禎
子

（
漆
原
東
）

※
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

役
場
町
民
生
活
課
生
活
環
境
室

牲
54
・
３
１
１
１

（
内
線
１
４
３
・
１
４
４
）


